第4章 林業
　泊村では、地目上の山林は約700ヘクタールあるが、戦時中伐採したままのものもあり、また戦後植林したもののそのほとんどが松であったため、最近の松食虫の大発生による大被害を受けた。松食虫による被害林に対しては、国の補助額は60パーセントで、村はこれに更にプラスしている。昭和59年度には20ヘクタールに植林を実施しているが、中国山地に見られるような美林は見られず、山林とは名ばかりの現状である。
　海岸の砂防林事業については、戦後間もない昭和27年から30年間に亘って営々として努力を続けて来たが、樹種が松であったため、ご多分に漏れず虫害により前記の様な状態である。補植など防砂林事業の継続が望まれる。

１　造林事業

　泊村の山林は、総面積の半分に近いが、森林と云える土地は少ない。また個人所有の一筆ごとの面積も小さく、森林組合をつくって山を管理しようという動きは、一部の人を除いてほとんど無く、山そのものに関心が余り払われていなかった。
　そのため、意のある人々が個人的に管理経営を行って来た。戦時伐採によって荒れた山々を、僅かではあるが約20ヘクタール位ずつ、松・杉・ひのきの植林が行われたのは戦後のことである。

　県も、昭和33年1月には、航空図根測定実施調査などを行うことを定め、ジープ2台を配し、村内山林を巡回した。

　また、同年6月より県行造林に力を入れ、園地区奥山のうち、狼谷・有長・河井・大平など22ヘクタールに松・杉の苗木を植付け、下刈り、つる切りなどの手入れを地元に委託。地元人夫は、7･8月の暑期を利用して作業を行い、現在は立派な森林を形成しつつある。

　また、個人としても、造林育成に力を入れている人がいる。昭和37年、鳥取県中部地区造林コンクールにおいて、小浜賀須井栄管理の字才尾寺にある「ひのき林」が育成・手入れの部に最優秀賞を受けた。翌昭和38年度にも、同地区の賀須井春吉の山林もコンクールで優秀と認められている。
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